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作の世界がすべで包摂され、小説自体は中断したとはいえ、「これを踏み台にして、短篇ま

たは中篇小説として、のちに中島は昇華させ得た」8（布野栄一）とも言われている。また、

『北方行』は「中島敦の中期、後期のすぐれた作品群を生み出す源であり」9（濱川勝彦）、

中島敦の作家としての姿勢を確定させるための役割を果たした作品だと、高く評価しても

よいのではないだろうか。 

	 『北方行』は中島の初期作品群における二番目の中国物の作品である。最初の中国物は、

1929 年の中国・大連を舞台にして、満鉄総裁、満鉄職員、中国人労働者の「日常」と「非

日常」が点描される『D市七月叙景（一）』（1930年）である。『北方行』の時代背景は 1930

年と設定されており、これは『D市七月叙景（一）』の物語が発生した翌年である。つまり、

中島敦は『D市七月叙景（一）』を創作した早い時期から中国事情に熱い視線を注ぎ、連作

の形で 1929年以降の風雲急を告げる中国東北部の情勢を把握しようとしたのである。しか

し、中島文学、特に初期作品世界に対する先行研究においては、『北方行』の存在が大きい

一方で、数少ない先行論では三造と伝吉を中島敦の分身と見なし、多様な国籍の登場人物

を配した物語構造の分析ばかりに集中しすぎてしまう傾向が見られる。 

	 本章では、上述の問題意識を持ちつつも、『北方行』が中島文学全体にいかなる意味を帯

びるかに関して、まず主要な登場人物である三造と白夫人母娘をめぐるアイデンティティ

ーの問題を解明することによって追究していく。その次に、作品の時代背景である中原大

戦と物語の舞台としての北平への分析を通して、『北方行』の問題点と執筆の事情との関連

をも射程に入れて考察したい。 

 

	 	 	 	 	 	 	 第二節	 ＜三造物語＞に見るアイデンティティーの探求 

 

	 中島文学において、『北方行』『プウルの傍で』『狼疾記』を一つの系譜として見ることが

できる。なぜならば、次の四つの点を指摘し得るからである。第一に、三作ともに＜三造

＞という名を持つ主人公が登場しているからである10。中島敦の諸作品のなかで、第一人称

（主人公は「私」または「俺」）小説を除き、同じ名前を持つ主人公が複数の作品に登場し

たのは、『プウルの傍で』『北方行』『狼疾記』の三作品のみである。第二に、これらの三造

は全く同一人物だとは言い切れないが、いずれの身にも中島敦の性格が投影されている。

第三に、三作の三造は、ともに肉体と精神の二元論的問題に悩まされながらも自らのアイ

デンティティーを探求し続ける姿が描かれている点から、彼らが相似的な人物だと捉えら

れる。第四には、『北方行』の起稿時期（1933 年）と執筆中断時期（1936 年）は、ちょう

ど『プウルの傍で』（1933年）と『狼疾記』（1936年）それぞれの脱稿時期と重なっている
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ためである。いわゆる創作時期において、これら三作は時間的連続性を有している。従っ

て、1933年から 1936年に至る間に創作された『北方行』『プウルの傍で』『狼疾記』は、＜

三造物語＞という系譜を形成したといえよう。さらに、自らのアイデンティティーの探求

という面からみれば、三造という人物像の造形が、実はその後の中島文学の人物像の原型

ともなっている点について、これまでの先行研究ではあまり重視されていなかったようだ

が、中島文学をより正確に考察するためには、これら＜三造物語＞の研究が不可欠なので

はないかと考える。 

	 まず、一番目の＜三造物語＞である『プウルの傍で』を見てみよう。この作品に、「満洲

旅行からの帰途、道を朝鮮に取った三造は八年ぶりで京城の地を踏んだ」との一節がある

が、これは大学卒業前年の 1932 年 8 月、中島が関東庁外交部翻訳課長から満州11国執政府

諮議となった旅順在住の叔父・中島比多吉を頼って、大連、京城などを旅行した事実を踏

まえたことであろう。中島敦が京城中学校を四年修了で第一高等学校へ入学したのは 1926

年であるから、「八年ぶり」との表現ともほぼ合致する。本文において、三造は母校の中学

校（京城中学校がモデルになっているのだろう）の校庭を歩いた際、葱畑だったところに

小さなプールが出来ていることに気づく。このプールについて、三造は「ごく最近出来た

ものにちがひなかった」と断言する。さらに、もともとの草稿には「此の夏のオリンピッ

クへの刺戟から出来たものであらう。」の一節が抹消されたが、これを合わせて考えると、

新しいプールの建設は、1932年 7月 30日からロサンゼルスで第十回オリンピックが開催さ

れ、男子競泳では日本勢が 400 メートル自由形を除く 5 種目を制覇したことに理由があっ

たのだろう。上述の事実に鑑みれば、作品の執筆時期は大体 1932 年から 1933 年に至る間

だと推測できる。つまり、『プウルの傍で』は＜三造物語＞の最も早い一篇となる。 

	 『プウルの傍で』は全部で三章によって構成されている。各章にはプールで泳ぐ三造が

見た景色を織り交ぜながら、中学生だった時の思い出が緻密に描かれている。その思い出

の内容を、少年期の三造が経験した家庭の事情、色町体験や上級生からのいじめなどに分

類することができる。そして、この作品の三造像に関しては、主に二つの特徴が見られる。 

	 一つは、「肉体への屈服」である。作者と等身大の三造のなかには、自らの弱い肉体への

軽蔑と他者の強い肉体への屈服が潜んでいる。『プウルの傍で』の中には、三造が自らの外

形への軽蔑を示す場面が何箇所もある。 

 

彼自身を――その醜い容貌を――最も憎み嫌った。近眼でショボショボして、つ

ぶれさうな眼や、低くて、さきの方ばかり申しわけのやうに上を向いてゐる小さ

な鼻や、鼻より突出してゐる大きな口や、黄色い大きな乱杭歯や、それらの一つ



 48 

一つを、彼は毎日鏡を見ながら呪った。（『中島敦全集 2』p.218） 

 

	 上記引用以外にも、三造の「その肉身に対する軽蔑や憎悪」などの描写が、作中におい

て散見される。プールの傍で偶然に出会った学校の後輩の前で、三造は「自分の生っ白い、

痩せた身体が、その中学生に対して恥づかしかった」と感じ、着物を脱ぐとすぐにプール

に飛び込んだ。その後、プールのなかで泳ぐ三人の中学生を見ると、三造は彼らの強靭な

肉体に憧れ、「その真黒な身体を、率直に伸びた足を、筋肉の盛上った肩つきを羨ましいも

のに思った」と、作中に描写されている。 

	 もう一つは、「精神への蔑視」である。中学の時の三造は、友人と共にはじめて色街へ足

を運び、一人の朝鮮人娼婦の部屋へと入ったが、一人でフランス作家サン・ピエエルの悲

しい純愛物語『ポオルとヴィルジニイ』（1787 年）を読み始めるという奇妙な展開となる。

結局、三造と朝鮮人娼婦との間に果たして男女関係が生じたかについては、作中では明ら

かになってはいないが、彼の色街体験話が同じ学校の上級生の耳に入り、三造は二人の体

の大きい五年生に裏山へ連れて行かれ、目茶苦茶に殴られることになった。 

 

腕力がない、といふことが、現在の彼にとって如何に致命的なことであるか、を、

彼は考へて見た。その前には、学校の成績の如きものは、何等の価値もないので

あった。それは、どうにも口惜しいことであった。しかも、それは彼にとって、

どうにもならないことであった。（『中島敦全集 2』p.232、下線――筆者、下同） 

 

	 三造が、自分には「腕力がない」ことを自覚したのは、まさに上述した「肉体への屈服」

そのものだと考えるが、一方でこの表現には肉体的な差があるため優位に立つ上級生の「精

神への蔑視」をも明示している。また、下線部の「学校の成績の如きものは、何等の価値

もない」の一節から、中学生時代の三造がすでに知の無力さに絶望しかけていることが窺

い知れる。これは、まさに三造のモデルである中島敦自身の実体験だと言えよう。 

	 周知のように、中島敦は非常に才知に長けた人であった。「中島敦年譜」（『中島敦全集別

巻』筑摩書房、2002 年）では、京城府公立京城中学校時代の中島の学年成績が常に上位だ

ったと記されている。かつての同級生らの証言からも中島の秀才ぶりを垣間見ることがで

きる。例えば、洗春海という龍山小学校・京城中学校時代の同級生は「龍山小学校からの

こと」のなかで、中島敦について、次のように書き綴っている。 

 

特に秀才だったとの印象が強く、算数、国語など抜群でしたが、体操とか図画な
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どはそれほどでもなかったと思います。五年から中学に合格したのですが、体の

関係か何かで改めて六年で受験、トップで入学したと担当の青木先生から聞きま

した12。  

 

	 また、京城中学校時代の同級生であった稲本晃は「秀才中島敦君」において、 

 

彼（中島敦――筆者）が毎年、学科平均九四点という開校以来の成績で一番であ

り、したがって毎年第一組の組長をつとめていましたが、（中略）中学一年ですで

に四書五経を読破し、多くの和漢の書を読みふけっていると聞かされて、その文

学的素養が素晴らしく、到底われわれの及ぶもつかぬ文学的偉材であると共に、

試験勉強などしていることは見たこともないといふ友人のことばに、数理学科に

も試験準備なく満点のとれる科学的頭脳も併せもった古今に稀な逸材である（略）

13。 

 

と、中島の秀才ぶりを賞賛している。 

	 以上のように、中島敦は少年期から秀才と呼ばれ、漢文系の家庭で生まれ育ったことも

あり、東洋思想は無論のこと、西洋分野の教養もかなり深いものであった。その一方で、

幼少期からの病弱な体に加え、二十歳ごろ宿痾となった喘息の発作が始まり、1932 年秋に

朝日新聞社の入社試験を受けたが、身体検査で不合格となった。中島敦は、決して長いと

は言えない彼の生涯において、その年月の多くを持病に苦しめられながら過ごし、折角恵

まれた才能と膨大な知力を存分に発揮することができなかった。病弱な中島敦にとって、

肉体の劣位から逃れられないままでは、たとえ他人より優れる知力を持っていても、その

精神優位性はある意味で、桎梏のようなものになってしまうのである。これは『プウルの

傍で』の三造の人物像にも反映されている。この作品において、自らの知力（精神）には

格別の優越感を持ちながらも、体力（肉体）では人一倍の劣等感を感じる三造とは、間違

いなく中島敦自身のことなのである。『プウルの傍で』のメインテーマは「肉体」と「精神」

の二元論的問題に置かれ、前者は「自らの弱い肉体への軽蔑」と「他人の強い肉体への屈

服」の問題で、後者は「自らの精神への自負」「他人の精神への蔑視」の問題である。 

	 これらの問題は『北方行』にも継承されている。『プウルの傍で』の＜三造物語＞は、中

島敦の実体験に近いものだが、『北方行』の＜三造物語＞はそれを軸にしつつも、物語をさ

らに発展させたと考えられる。 

	 次に、『北方行』について考察しておきたい。『北方行』の第一篇の主人公・三造は「芸
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術こそは人生に於て最も崇高なものであるといふ浪漫的な偏見」を持つ、ある意味で一種

の芸術至上主義者だと言える。彼は、自身の内部で様々な西洋の芸術家らの肖像を作り上

げ、芸術によって救われるのを望んでいる。さらに、自分と現実との間に壁のようなもの

を作り上げ、現実世界から自身を一層遠ざけていくしかない。 

 

彼（三造――筆者）は、自分と現実との間に薄い膜が張られてゐるのを見出すや

うになった。そして、その膜は次第に、そして、つひには、打破り難いまでに厚

いものになって行った。彼は、その、寒天質のやうに視力を屈折させる力をもつ、

[半透明な]膜をとほしてしか、現実を見ることができなくなって了った。彼は、も

のに、現実に、直接触れることができない。彼がものに触れ、ものを見、又は行

為する場合、それは、彼の影がものに触れ、ものを見、又は行為するのである。（『中

島敦全集 2』p.109） 

 

	 上述の三造と現実との間にある「膜」とは、彼が主体性に欠ける行動を取り、ひたすら

他人によって定められた既成概念に従いながら、先入観を持って周囲を見るといった行為

だと考えられる。頭初、その膜の存在は三造に満足を与え、彼が文明人または知識人とし

ての証拠にもなっていた。しかし、現実にぶつかった後、その満足感は次第に希薄なもの

となり、かわりに現実が客観的に見えなくなる恐れが生じる。こうしたなかで三造は「生

きる」とは何なのかについて真剣に考えはじめ、今まで自分が生きる真似ばかりし、決し

て自ら直接生きたことがないという事実に気づいた。例えば、彼は自分が作家となるよう

に生まれついていると自負しながらも、「人生鑑賞家」になるように運命づけられて生まれ

てきたという奇妙な自覚を持ち合わせていた、というような点である。 

	 だが、一流の作家になるために、まず既成概念に頼らず真正面から自分や周囲と真摯に

向き合わなければならないのは言うまでもない。他人の目を通じて人生を概念的に観察す

るという「人生鑑賞家」のままでは、いつになっても自分の満足できる作品を創作するこ

とはできない。これに気づいた三造は、今まで自己分析の過剰や行為への怯惰を捨て、既

成概念にとらわれず、客観的に周囲を観察できるような行動者になるため異国の地へ旅立

った。 

	 ここで、北平へ向かう船上での三造と、彼の日本語の教え子である英国海軍軍人トムソ

ンとの間の交流部分の表現に注目したい。『北方行』の第一篇において、三造とトムソンの

それぞれの視点から見る相手の人物像が詳細に描かれている。 

	 まず、三造から見るトムソンの人物像である。 
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英国人にしては随分脊の低い、[が、]健康さうに赤く日焼のした顔、白い頸から赤

い顔へと、その境目の以下にもはっきりした元気のい〻顔が笑ってゐた。（中略）

脊がひくく、赤い顔をした、髪の毛の薄い、少しばかり短気で、子供っぽく、精

力絶倫で、至って正直な、だが、有色民族の前で、彼等に対する侮蔑を隠すこと

位は礼儀（又しても大英国紳士の礼儀）として心得てゐる Richard Thomson。（『中

島敦全集 2』p.116-117） 

 

	 次に、トムソンから見る三造の人物像である。 

 

奇妙な男であった。強度の近眼鏡の奥から光ってゐる細い気の弱さうな眼、げっ

そりこけた頬から眼立って突出して、猿に似た口許を見せてゐる上下の顎骨。反

抗心を以て常に結ばれてゐる厚い唇。最後に胃弱者らしい青黄[色]い艶のない顔色。

それらは多く貧弱な相貌をもった此の国人達の中にあっても格別貧相なものであ

った。（『中島敦全集 2』p.121） 

 

	 以上のように、第一篇では二人の外形の描写に多くの言葉が費やされている。特に、「健

康さうに」「はっきりした元気のい〻顔」「精力絶倫」といったソムソンに対して、作者は

彼と正反対な人物・三造（「奇妙」「弱さうな」「げっそりこけた頬」「艶のない顔色」「格別

貧相な」）を作り出した。強靭な肉体の持ち主へ一種の憧憬を示すという点（「肉体への屈

服」とも言える）からみれば、『北方行』の三造は『プウルの傍で』の三造の人物像と相通

じるものがある。 

	 また、二人が 1930年夏南京政府と北方の軍閥との間の抗争に関するニュースについて討

論する場面では、トムソンは「面白いですね。北平で戦争になると面白い。」などと述べ、

一見、特別な見解を持っていないように見える。これに対して、三造はこの自分と一年近

くも付き合っている男が「何といふ馬鹿だらう」と思い、トムソンが「学問のない、趣味

の低い異国人」だと、相手の精神への蔑視を隠そうともしない。ほかにも、英国人のトム

ソンの前では、三造がお互いの人種の差異に敏感に反応する様子が明らかに描かれている。

例えば、初対面の場面において、トムソンは三造のことを「young man」と呼び、道を尋ね

ようとする際、三造は反射的に烈しい口調で反論し、三造は微笑んでいるトムソンを見て、

これを「自らの優越を知って相手に寛大であらうとするものの微笑」だと解釈した。 

	 三造は、相手が俗人であることに対する軽侮を忘れた点に対して、また白色人種である



 52 

という理由のみで相手に幾分阿諛に近い気持ちを抱いたかもしれない点に対しても、激し

く自分を責めるのであった。特に、後者については、彼は常に厳重に自分を戒めていた。

白色人種的なものに対する、それだけ故の尊敬を打ち捨てねばならない、と常に自分に言

い聞かせた。この気持ちは、時にトムソンの目にあまりに子供っぽい反抗として映ったが、

三造にはこれに気づくだけの余裕すらなかった。トムソンと一緒にいる間中、彼は皮膚の

色の差異についてのこだわりに終始した。一緒に外出する時も、従者のように見られるの

を恥じて、必要以上には彼と口もきかなかった。さらに、人種的な差別から生じる文化的

な劣等感が、三造のなかに深く根を下ろしているのである。 

	 総括すると、『プウルの傍で』と『北方行』の三造は、「肉体への屈服」「精神への蔑視」

の面において類似しているが、後者では「肉体」と「精神」の二元論的問題に加え、さら

に西洋人と付き合う日本人が感じ取ったアイデンティティーの問題を取り入れ、作品をよ

り深化させたと言える。『北方行』以前の作品の中に、異なる国家や民族に属する主人公が

直面するアイデンティティー問題が盛り込まれるもの（『巡査の居る風景――一九二三年の

一つのスケッチ――』『D市七月叙景（一）』『虎狩』）もあるが、そのいずれもが「日本（人）

対朝鮮（人）」という構図のなかに成立している。一方、『北方行』においては、「権安生」

という朝鮮人青年の話に多少触れられるものの、実際中島文学の朝鮮物はこれで終焉を迎

えており、その後中島敦は次第に中国の舞台へと目を向けるようになっていった。 

	 最後に、『北方行』の未完の三造物語と伝吉物語の展開を完成させた作品として知られる

『狼疾記』について述べておきたい。この作品の主人公・三造は、中学校時代から「生」

そのものへの懐疑を持ち始め、周囲の世界や社会への違和感が年齢とともに増加していく。

彼は、自らの運命のみならず、周囲に存在するすべての生き物の運命について、その「運

命の不確かさ」に不安を感じ、そこに大きな恐怖感を抱いている。例えば、三造は「父」

の存在に関する不確かさを感じている。 

 

あの通りの凡てを備へた一人の男が、何故自分の父であり、自分と此の男との間

に近い関係がなければならなかったのか、と愕然として、父の顔を見直すことが

其の頃屡々あった。何故あの通りでなければならなかったのか。他の男ではいけ

なかったのだらうか？（『中島敦全集 1』p.408） 

 

	 中島敦自身の幼児期からの家庭生活に目を向けると、父・中島田人との関係が決して良

好なものとは言えないことがわかる。彼がわずか一歳の時、両親の離婚により、「生みの母

の顔も知ら」ずに育てられてきた。二人の継母との仲は険悪なものであり、「母」不在の家
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庭の中で育った中島が、家という概念に対して曖昧さを帯びたものとして認識したであろ

うことは想像に難くない。父母の離婚、父親の二度の再婚、継母の死去や結婚生活の問題

などは中島敦の生涯に深く影響しているはずであり、家族的題材は人並み以上にあったは

ずであるが、そういうことは彼自身の文章からではなく、他人の書いた年譜から知られる

のみである。ただし、『狼疾記』の三造の身から、こうした複雑な生活環境が中島敦に与え

た影響を読み取ることができる。 

 

人間の自由意志の働き得る範囲の狭さ（或ひは無さ）を思はない訳に行かない。

俺達は、俺達の意志でない或る何か訳の分らぬもののために生れて来る。俺達は

其の同じ不可知なもののために死んで行く。（『中島敦全集 1』p.409） 

 

	 人生とは思わぬ偶然により、思わぬ方向へとその進路すら変わってしまうものかもしれ

ず、己の意志の無力さに深い悲しみを覚える、ということであろう。自らの意志によって

人生を構築することができないと苦悩している三造は、「既に人々が夙うの昔に卒業して了

った事柄」から脱出できておらず、常に不安を感じ、すべてに対して疑心暗鬼になってい

る。これは、三造の性情にも深く繋がりがあることと見ることができる。彼の性情とは、「形

而上学的といっていい様な不安」を抱えているということである。世界の根本的な成り立

ちの理由（世界の根本原因）や、物や人間の存在の理由や意味などは、実際に見たり確か

めたりできないものについて考える学問分野である。形而上学における主題の中でも最も

中心的な主題に存在の概念がある。三造が感じた「形而上学といっていい様な不安」は、

実は自らのアイデンティティーへの不安だと言ってもよかろう。この不安から生まれてき

たのが次の二つの願望である。 

 

一、「あらゆる事柄（あるひは第一原理）を知り尽くし度い」ということ 

二、「出来る限り多くの事物が（あるひは其の事物の原因が）自分の理解を絶した    

    彼方にあればい〻」ということ 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 （『中島敦全集 1』p.415） 

 

	 この二つの希求は、一見すると正反対の二つの願望だが、『狼疾記』において、三造はこ

う説明する。 

 

前者は誰にでもある・成人の言葉でいへば「自己を神にしたい」欲望だったが、
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後者は「此の世界を絶対信頼に値する・確乎たるものと信じ度い」といふ・その

逆の――つまり、此の世界の不確かさ・哀れさに対する恐怖から生れた強い希求

だった。「自分の様なチッポケな存在から凡てが理解されて了ふやうな世界では、

其の中に棲むことが何としても不安だ。自分などには其の一端すら理解できない

やうな・大きな・確乎たる存在に身を任せ度い」といふ・小さい者の恐怖から生

まれた・捨鉢的な強い願望だった。（『中島敦全集 1』p.415-416） 

 

	 この矛盾の中に隠れているのは、前述したような、「＜乏しさ＞を嫌い、＜豊かさ＞を希

求していた」ものであり、「＜自我＞の問題、＜存在論的な苦悶＞を追求していた」もので

もあるといえよう。さらに、三造は自らの生き方について、次のように考える。 

 

一つは所謂、出世――名声地位を得ることを一生の目的として奮闘する生き方で

ある。固より、実業家とか政治家とか、さういふものは、三造自身の性質からも、

又彼の修めた学問の種類から云っても、問題にならない。結局は、学問の世界に

於ける名誉の獲得といふことなのだが、それにしても、将来の或る目的（それに

到達しない中に自分は死んで了ふかも知れない）の為に、現在の一日一日の生活

を犠牲にする生き方である点に、変りはない。 

 

もう一つの方は、名声の獲得とか仕事の成就とかいふ事をまるで考へないで、一

日一日の生活を、その時に充ち足りたものにして行かうといふ遣り方、但し、其

の黴の生えさうな程陳腐な欧羅巴出来の享受主義に、若干の東洋文人風な拗ねた

侘びしさを加味した・極めて（今から考へれば）うじ／＼といぢけた活き方であ

る。 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 （『中島敦全集 1』p.419） 

 

	 三造は第二の生活を選択した。これは病弱な身体への配慮の故だとも考えられるが、主

な原因は彼の＜臆病な自尊心＞、つまり、世俗的な才能と行動力を欠いていることであり、

自らが自負する非世俗的な才能が他人に認めてもらえないという事実を極力避けようとし

ていたことに起因する。 

	 総括するならば、『プウルの傍で』『北方行』『狼疾記』の三つの＜三造物語＞のなかで類

似的な三造像が作り上げられたとはいえ、それぞれの作品においては、それぞれに多少の

相違点も確認できる。『プウルの傍で』の場合は、主人公の少年期の思い出がテキストの大
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半数を占めており、三造は完全に中島敦の分身だといってよい。しかし、『北方行』とその

後継作品である『狼疾記』の場合は、『プウルの傍で』の「肉体」と「精神」の二元論的問

題というメインテーマを継承しつつも、体験的要素を活用する私小説的手法への寄りかか

りが捨てられ、異なる国家や人種のなかで感じ取った自己のアイデンティティーの探求や

存在への不安へと作品の重点が置かれている。 

 

	 	 	 	 第三節	 ＜白夫人母娘の物語＞に潜むことばとアイデンティティーの問題 

 

	 周知のように、中島文学におけるヒロインの造形はそもそも数が少なく、主に初期作品

群（『下田の女』『ある生活』『喧嘩』『蕨・竹・老人』『巡査の居る風景』）に集中している。

『北方行』以降の作品（紀行文の『夫婦』『夾竹桃の家の女』『マリヤン』を除く）におい

ては、女性が主人公として登場したものはほとんどみられない。こうした「ヒロイン不在

の現象」について、藤村猛は（1）戦争期という時代に対する配慮；（2）主人公が何らかの

問題を抱えていて、女どころではないという設定；（3）中島敦には小説家としての識見や

プライドが存在し、恋愛を描くことを避けようとする意識があった14、といった三つの側面

から解釈している。 

	 確かに、中島敦の作品においては、「恋愛」というテーマは歓迎されず、男女関係につい

てもほとんど触れていない。強いて言えば、初期作品群においては、『下田の女』（1927年）

『ある生活』（1928年）における思春期の男性が感じ取った女性の不可解さや『喧嘩』（1928

年）で取り上げられる家庭関係の構図の試みがあった程度である。また、中島敦の朝鮮体

験をもとにして書かれた『巡査の居る風景』（1929年）においても、ヒロインの金東蓮が登

場しているとはいえ、主人公はあくまでも男性巡査の趙教英である。特に注目したいのは、

震災で夫を亡くした金東蓮が娼婦に身を転じるという設定は、中島敦がこの作品に時代背

景である関東大震災（1923 年）を取り入れるためだという点である。言い換えるならば、

時代背景をはじめとした作品の多岐にわたる諸問題を、より明快に描き出すための補助役

として、ヒロインの金東蓮が存在している。 

	 従って、中島文学には単純な恋愛テーマへの試みは全くないとはいえないまでも、これ

らの試みは初期作品群にしか見られないのである。これは、藤村猛が指摘した「小説家と

しての識見やプライド」の故だと言うよりはむしろ、恋愛テーマを試みてはみたが、これ

が自分とは相性が合わないことに気づき、それ以上作品に盛り込むことを諦めた結果では

なかろうか。『巡査の居る風景』の金東蓮であれ、『北方行』の白夫人母娘であれ、その後

の中島敦のヒロインの人物設定は、恋愛のテーマからかけ離れ二つの国家・人種のなかで
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生きる個人のアイデンティティーの探求のような、一層深くて広い中島敦らしいテーマを

負うことになっていく。 

	 こうしたなかで、『北方行』のヒロインの設定について、「女性を描き、性の問題を扱っ

ていること」15はほかの作品には見られず、『北方行』の女性たちの「モラル意識が薄く、

理性よりも性欲に身を任せて、現実に目を閉ざそうとしている。」16という従来の指摘もあ

るが、これはこの作品の＜白夫人母娘の物語＞に潜むことばとアイデンティティーに関す

る作者の思索を重要視しないものであり、作品への十分な洞察となっているとは言い難い

と考える。特に、作中において中国の国籍に入った日本人女性と日中混血児の娘を、ヒロ

インとして配置しなければならない理由こそが、『北方行』読解の重要な課題だといってよ

い。 

	 『北方行』の第二篇のストーリーは、友人の追悼式に参加した白夫人によるその場での

回想から始まり、主に白夫人母娘を中心に展開している。白夫人の回想では、富豪の息子

である白雄文は、20 年前に東京のある私立大学へ留学し、前川柳子（白夫人）の家に下宿

していた。当時、まだ 15歳の前川柳子は、学校で「あなたの家に支那人がゐるのね」と言

われた為、「支那人で、間が抜けてゐる」という理由で、白雄文に近づこうとしなかったが、

その後、彼女は白雄文に対して穏やかで寛容な愛情を抱き始めた。さらに、クリスチャン

の家庭で育ってきた前川柳子は、白雄文に聖書を与え、教会で洗礼も受けさせた。親戚か

らの反対を押し切った二人がようやく結婚し、白夫人（白柳子）となった前川柳子は、白

雄文との間に長女の麗美、次女の英美と、未子の秀文をもうけた。その後、二人は中国で

新しい生活を始めたが、ほどなく白雄文が他界し、後には白夫人と三人の子だけが北平（当

時の呼び名は「北京」である）に残されることになった。 

	 『北方行』の第二篇においては、白夫人母娘の日常が淡々と描かれつつも、白夫人と英

美のそれぞれの視点から感じ取った自らのアイデンティティーの問題が潜んでいる。まず、

白夫人の視点から考察を試みる。七年前、彼女は夫がなくなった際に、財産整理等の作業

のために夫の故郷・西安へ赴き、姑と対面した。白雄文の遺骨を前にした息子に先立たれ

た母親と夫に死なれた妻、この二人の異国人は手を執りあって涙を流しながらも、白夫人

は、姑に対してどうしても心から同じ悲しみの気持ちの中で、溶け合うことができないこ

とを感じていた。この原因について、白夫人は次のように分析する。 

 

彼女は姑を出来るだけ敬愛しようと力めてゐたにも係らず、やはりなほ彼女の心

中には一点の傲岸さが姑を軽蔑し、姑との共鳴を妨げようとしてゐるのを彼女は

発見しなければならなかった。それは決して無智や無教育への軽蔑ではなかった。
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そ[の軽蔑]は明らか――彼女にはさう認めるのが辛くはあったが――人種的なそ

れに違ひなかった。人種？彼女はたしかに中国人になってゐる筈だった。が、十

五年間の懸命な意志的な努力にも係らず――それは確かに苦しい努力だった。そ

れは彼女自身の生来の[強い]自尊心に対してばかりではなく、同時に日本人の中に

浸みこんでゐる支那人軽蔑に対する二重の闘ひだったから。その努力のために、

彼女は在留日本人の支那人に対する偏見を、どんなに女らしくない言葉で以て揶

揄し嘲笑したことであらう。――そして、今はこの姑とも、不自由ながら[も]（西

安と北京とではまるで言葉が違ってゐたから）同じ国語で話が出来るやうになっ

てゐながら、やはり彼女はまだこの愚かしい感情をどうすることも出来ないでゐ

る。今、姑と一つの感情に溶込むことを妨げてゐるものは、姑への嫉妬でも、な

く、又自分もあと廿年寡婦生活を続けたら、この姑のやうになるであらうといふ

不安でもなく、たゞ、この様な無智な一支那婦人と手を執合って同じ気持に浸ら

うとしてゐる自分自身の位置の滑稽さ、そのものかも知れないのである。（『中島

敦全集 2』p.150-151） 

 

	 上述したように、白夫人が持つ姑への軽蔑とは、相手の外形や教育レベルに対するもの

ではなく、人種的相違に基づく優越感から生じるものなのである。この＜人種的相違に基

づく優越感＞の問題は、第一篇の＜三造物語＞からも読み取れるが、＜三造物語＞の場合

は、西洋人（トムソン）の前で劣位に立たされる日本人（三造）の人物像が描かれている。

これに対して、＜白夫人母娘の物語＞の場合は、中国人（白夫人の姑）の前に立つ日本人

（白夫人）は、西洋人に対する人種的劣位が人種的優位へと逆転する。つまり、『北方行』

においては＜西洋人→日本人→中国人＞という構図が成立しており、このなかに共在する

劣等感と優越感との交錯がこの作品の底流をなすライト・モチーフとなっている。 

	 『北方行』を創作するにあたって、中島敦が国家と人種の問題によってもたらされたア

イデンティティーの問題に着目したことは、上述の二重構造の人種的偏見からもよく読み

取れよう。中国国籍を持つ白夫人と日中混血児の娘たちが、ヒロインとして『北方行』の

物語に配置されたのも、異なる国家と人種の狭間で揺らいでいる人々のアイデンティティ

ーに対する作者の思索と関心があったためである。 

	 さて、ここでもう一度白夫人の話に戻り、彼女の国家と人種に対する認識変化17に注目し

たい。二十数年前、白夫人は白文雄との結婚を両親に認めてもらうため、「愛には国籍がな

い」と意気揚々と説いた。日本生まれ日本育ちの彼女は、結婚後に中国の国籍を取得し、

日本人同胞の前で中国の事情を代弁したりもする。この表現から、彼女が如何に中国人と
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してのアイデンティティーに執着していたのかに気がつく。しかし、二十数年の中国での

暮らしの中で、白夫人は自らのアイデンティティー危機に陥った。例えば、国籍を変えた

とはいえ、正真正銘の日本人である彼女は、「「椿」といふ字の発音も出来ない自分」が、

中国人でも日本人でもないように感じる。クリスチャンである彼女にとって、たとえ現在

正式な国籍を持っていたとしても、本当の意味においての国籍を有していない者の魂は、

一体どのような目に遭ってしまうのか、と大きな不安に苛まれる事も、一度や二度ではな

かった。結婚当時、国籍など馬鹿げたことだと思った白夫人だが、今となって彼女は国籍

に起因する不安に捉えられるのである。 

	 白夫人にとって、国籍を変えるという行為自体は容易いことかもしれないが、その国籍

問題の背後に潜む人種的・文化的アイデンティティーは、そう簡単に変更できるものでは

ない。「椿」という文字が読めなくなった自分に対して感じた恐怖感は、単に一つや二つの

文字の読みを忘れてしまうという問題ではなく、日本語ということばに代表される、日本

人としてのアイデンティティーが失われることに対するものだと考えられる。言い換える

と、ことばによって構築されてきた自分の人種的・文化的「位置」（または、「優位」）を失

うことこそ、白夫人が本当に恐れているものなのである。 

	 次に、ことばとアイデンティティーの問題について、娘の英美の視点から見てみよう。

英美の場合は、ことばの混乱によってもたらされるアイデンティティー問題を、白夫人以

上に大きなものとして抱えている。混血児でバイリンガルの人であれば、逃げられない運

命かもしれないが、英美は、二つの国・二つの人種・二つのことばの間でただ自我の激し

い揺れ動きを体験するより他にない。 

 

一体自分はいつも支那語で、ものを考えてゐるのだらうか？それとも日本語でだ

らうか？父親のゐた頃から、彼女の家庭では殆ど日本語ばかり使ってゐたが、彼

女と、外の友達との会話はみんな支那語[この国語、それ自身さへ、ある時には日

本流に支那語であり、あるときは、支那流に中国語、と彼女の頭の中で呼ばれる

のであった。]一体、自分は、いつも、どちらで、ものを考へてゐるのだらう？例

へば、今、かうして、「どちらで考へてゐるだらう」と考えてゐるのは、どちらの

国語でだらうか？支那語かしら。さうぢゃない。日本語だわ。けれど、これは私

が今自家にゐるからで、外で、お友達の仲間にゐて、同じことを考へるとしたら、

支那語で考へるに違ひない。きっと。彼女は、さういふ場合を想像して見ようと

した。が、どうもハッキリしなかった。その場合になって見なければ分らない気

がした。「今考へてゐるこの考へはどちらだらう？今のは？」と、思考しながら、
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思考してゐる国語自身を考察しようとしてゐる中に、頭の中が何だか無限に内へ、

うちへと折畳まれて行くやうな気がして、何が何だか解らなくなってきた。彼女

は次第に考へる気力を失ひやがて快い睡眠の昏冥に陥って行くのであった。（『中

島敦全集 2』p.145-146） 

 

	 上記の英美にとっての「支那語」と「日本語」は、それぞれ父（中国）のことばと母（日

本）のことばを意味し、かならずしも明瞭に別のものとして分かたれることがないまま、

絡み合っている「ハッキリ」しないことばとして捉えられている。本来なら、国語と母語

の統一性によって構築されるはずのアイデンティティーの同一性が、英美の場合において

は二つのことばの混乱ゆえに失われている。一般的に考えるならば、中国人が中国語を話

し、日本人が日本語を話すのは当たり前のことであろう。日本語を話す人々は日本人の集

団に入り、中国語を話す人々は中国人の集団に入るはずである。しかし、英美の場合は、

一見すると二つの集団ともに入っているように見えるが、実はいずれにも入っていない。 

	 さらに、英美は父親がいた頃、家庭では殆ど日本語ばかり使っていたが、外の友達との

会話はすべて中国語であった。また、白夫人がすでに中国籍に入っていたことから考える

と、英美も中国の国籍を持っていたはずだと推測できよう。英美にとっての日本語とは、「う

ちのことば」で、「母語」であり、一方、中国語は「外のことば」で、「国語」である。母

語で話せるのは家庭内だけで、一歩社会に出たら、母語とは違う国語での生活者となる。

これは、英美と白夫人に共通する問題であり、母語と国語の不一致から生まれてきた人種

的・文化的アイデンティティーをめぐるジレンマでもある。 

	 ことばと国家（人種的・文化的アイデンティティー、または帰属意識ともいえる）につ

いて、村田雄二郎はこう語っている。 

 

ことばと国家のこうした結びつきを、ひとびとは日常あまり疑うことなく暮らし

ている。ことばと国家あるいは民族文化の間には、自然で強固な紐帯が存在して

いるという考え方も根強くある。日本人なら日本語を話すのが当然だし、日本人

というのは日本語を話すひとびとの集団なのだ、というように。ここには、特定

のことばが特定の集団（国家や民族）の集合意識（アイデンティティ）を構成す

るという前提がある。（村田雄二郎「序	 漢字圏の言語」18） 

 

	 確かに、ことばは民族や国家のような特定の集団をつくり、言語共同体という集合意識

を構成している。ある特定のことばと、それを共用する言語共同体との関係こそが、人間



 60 

の集団形成にとって根源的であり自然である。だが、ことばと民族や国家の結びつきが、

必然的なものだと一般的に考えるようになったのは近代以降のことである。近代以前の時

期には、母語という概念はすでに存在していたが、国語という言葉の意識はあまり一般に

共有されていなかった。母語は民族や国家との関係を持たなくても存在し、親と子との純

粋な個人関係によって生まれてきたことばである。 

	 一方、国語は「母国のことば、すなわち国語に母のイメージを乗せた煽情的でいかがわ

しい造語」19であり、国家を念頭に置いた、より近代的なことばである。その国語は、のち

に学校教育やマスメディアを通じて普及されるようになった。言い換えると、母語は国家

の境界線を無視することができるが、国語は常に国家主義や民族主義と絡み合いながら存

在している。 

	 日本における近代国語の父とも呼ばれる上田万年（1867-1937）は、日清戦争直後に国語

としての日本語の重要性を講演で次のように訴えた。 

 

言語はこれを話す人民に取りては、恰も其血液が肉体上の同胞を示すが如く、精

神上の同胞を示すものにして、之を日本国語にたとへていへば、日本語は日本人

の精神的血液なりといひつべし。日本の国体は、あの精神的血液にて主として維

持せられ、日本の人種はあの最もつよき最も永く保存せらるべき鎖の為に散乱せ

ざるなり。（「国語と国家と」20） 

 

	 上田万年は、ドイツ・ロマン派の口振りを借用して、日本語を「日本人の精神的血液な

り」と位置づけ、日本人という民族を作ったのが日本語という「国語」だと主張する。日

清戦争が重要な転換点となり、19世紀末の日本で、「国語」という新たなことばの規範意識

が成立した。近代国家の形成において、「国民」の概念の創出は必要不可欠であり、「規範

的国民文化の境界を画定するための言語的な装置」21（村田雄二郎）として、「国語」に関

する時代的な要請が生まれてきた。また、「面識のない人々に「国民」レベルでの一体性を

認識させる」22（安田敏朗）ために、日本語は日本国民としての自覚を促し、その一体性を

認識させる手段の一つとなった。さらに、子安宣邦の言葉を借りて言うならば、「「国語」

を定義することはそもそも、「国語」という国家制度的な概念にかかわる政治的な言説」23な

のである。よって、国語としての日本語は、国家、民族とのつながりを断ち切って純粋に

個人との関係でとらえることが不可能な言語だといえる。 

	 以上のように、ここまで＜白夫人母娘の物語＞に潜むことばとアイデンティティーの問

題を整理してきた。この作業を通して浮上してきたのは、白夫人と英美が自らのことばへ
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の懐疑を通して、自分のアイデンティティーの同一性をめぐる苦悶を告白していることで、

ことばをめぐる認識の方法が、苦悩に満ちた自己存在を形成させる根源になっていること

を示している24。 

 

	 	 	 	 	 	 	 	 第四節	 『北方行』の問題点と執筆の事情との関連 

 

	 『北方行』の舞台であり、東洋の都とも呼ばれる「北平」（または「北京」）は、日露戦

争後の満州占領や、満州事変などの歴史的事件が、新聞や雑誌などで報道されることによ

って、広く日本人に知られるようになった。その流れの中で、日本人知識人が直接に現地

に足をのばすことによって書かれた記事や作品が数多く現存している。例えば、阿部知二

は、北平滞在（1935年 9月 1日〜同年 9月 13日）の経験に基づき、「隣国の文化――北平

の印象から」という記事を『読売新聞』（1935年 10月 26日）に掲載し、その中において「私

が書かうとするのは、その「東洋の故郷」ともいふべき支那と、この吾々の日本とに、西

洋の文化がそれぞれどのやうな侵入のしかたをしてゐるかについての（前もつて断ったや

うに）、旅行記的な印象だ」と述べ、中国の伝統や風習を再発見し、そこに伝統と現代の融

和を感じたと語っている。ほかにも、徳富蘇峰『支那漫遊記』（民友社、1918 年 6 月）、中

野江漢『北京繁昌記』（支那風物研究会、1922年）、芥川龍之介『支那遊記』（改造社、1925

年 11 月）、服部宇之吉『北京籠城日記』（服部宇之吉刊、1926 年 7 月）、清水安三『朝陽門

外』（朝日新聞社、1939 年 4 月）、奥野信太郎『随筆北京』（第一書房、1940 年 3 月）など

がある。当時、日本語の北平関連言説には、上述したような、自らの現地滞在体験を素材

としながら、さまざまな角度から都市像や現地の人物像を抉り出すといった旅行記のよう

なものが多く見られた。 

	 一方、中島文学のなかで、外地問題への関心が伏線として機能している作品は少なくな

いが、『北方行』の場合は、作者自身の外地体験を素材とする今までの外地作品とは異なり、

物語の舞台である北平へ中島が実際に足を運んだことはない25。この作品においては、北平

という都市を表象化することなく、動乱の中原大戦の戦局の断片的なものが、作中人物の

生活をリアルに描き出すための役割を果たしている。また、作品に登場する現地の中国人

については、その内面の深部まで描き出すことはなく、彼らはひたすら時局を語るための

補助役として作品中に現れている。こうした点は『北方行』の創作上の欠点と言わざるを

得ないが、この作品の特徴の一つとして指摘される「アクチュアリティーというか、作者

中島敦の現代史への関心の深さ」26と作品の成立との関連性を見逃してはいけないと考えて

いる。 
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	 中島敦は東京帝国大学文学部国文科最終学年であった 1932年秋、朝日新聞社の入社試験

を受け身体検査で不合格となったが、この大陸各地の報道が集約される朝日新聞社への受

験からも中島の中国情勢への関心の強さを裏付けることができよう27。また、『北方行』第

四篇執筆中と見られる 1935年 8月 7日に、滞在先の静岡・御殿場からの妻・中島タカ宛葉

書に、「朝日新聞はみんなとっておいてくれ。（殊に夕刊は、）使ふのなら七月の分をつかっ

てくれ。」と、わざわざ書き送っている。『北方行』の素材となった出来事の起きた 1930年

には、『東京朝日新聞』は中国情勢に多くの紙面を割き、ほぼ毎日のように継続的に報道し

ていたためであろう。この点から、この作品における時代性に関わる描写は、主に新聞の

報道記事などを頼りにしていると想定される。当時、日本在住の中島敦が、中国情勢の限

られた情報の中で『北方行』のテキスト創作を試みたことには、相当な困難があったと推

測できるが、その作品――特に、中原大戦をめぐる描写――に関する問題点を見逃しては

いけない。また、中島はなぜあえて自らの実体験と関わらない北平を作品の舞台として設

定し、昭和初期の中国の大事件である中原大戦に注目したのか、という事情を考究するこ

とも非常に重要な意味を持つと考えている。 

	 まず、作中の三造は、自らの北平行の理由の一つについて、こう語っている。 

 

日本や日本人の姿を眺めたいと思ったら、やはりかうして日本を離れて見る必要

がありますね。かうやって此方へ来て遠くから眺めて見てはじめて、日本の良い

所も悪い所もハッキリしてくるやうな気がしますね。（第四篇、『中島敦全集 2』p.190） 

 

	 『北方行』における北平の都市像や中国人像の描写不足という欠点は、上述したように、

まさに中島敦が「北平」という場を借りて、主要な登場人物の日本人キャラクターをめぐ

るアイデンティティー問題を考察しようとする、中島の創作意図に起因しているのではな

いかと考えられる。 

	 周知のように、中島敦は大正時代に少年期を送り、激動する昭和初期に成長した世代で

ある。中島が生きていた近代日本を語る時、中国問題は避けては通れない問題であった。

歴史を振り返ってみれば、中国問題への関心と注目から「脱亜入欧」論が生まれ、「アジア

主義」もまた生み出された。つまり、近代日本にとっての中国問題は、ほとんど運命的な

問題だといっても過言ではなかった。特に、『北方行』執筆の 1930 年代は、近代日中関係

史上最悪の時代である。政治から経済、社会、文化、思想に至るまで、近代日本はこの最

悪と言われる日中関係を決してまぬかれえなかったといってもいい。この時代は、満州国

建国（1932 年）を契機とする日本の中国大陸進出を強烈に推し進める時期であり、新たな



 63 

帝国主義化の段階を迎えるにつれ、中国問題への関心が次第に高まってゆく段階でもあっ

た。 

	 こうした中での中原大戦は、深刻な不況下にあった中国社会に様々な影響をもたらした。

中原大戦が勃発したその年に、『東京朝日新聞』（1930年 8月 20日）には「支那どこに行く」

（根岸佶）という文章が掲載された。 

 

支那どこにゆく。世界の重大な問題である。過去は暫くおき最近国民党が国民革

命を旗印として十余年にわたる内乱を平定し、新政府を南京に創立するや否や、

北方諸将は国民党の左右両派と呼応し、政府主席蒋介石の独裁の罪を鳴らして兵

を挙げ、今や北平に新政府を組織せんとして居る。南北の大軍中原に対抗せる空

虚に乗じ、国民党から駆逐せられた共産党は南支那に蜂起し、その攻略する所ソ

ヴエート政権を建立し、いはゆるブルジョアジー帝国主義者を殺りくする。利害

関係を有する列国はあるひは国民政府に抗議しあるひは自衛手段に出でんとし、

面倒な国際問題を引起すべき憂が生じた。今や支那の形勢はこんとんとしてその

落つく先が分らなくなって仕舞った。支那の前途はどうなるだらうか、この際大

いに研究する必要あると信ずる。（略） 

 

	 現在では、中原大戦が中国人による内戦と位置づけられているが、1930年代においては、

この大戦を含む中国国民革命と今後の行方は、その時既に中国が抱えていた国内問題のみ

ならず、日本やアジア全体にとっての重要な問題でもあると認識されていた。さらに、中

原大戦勃発後の翌年に、中村大尉事件（6月）や満州事変（9月）なども発生し、日中関係

はますます険悪化していた。 

	 中島敦が中原大戦を『北方行』の時代背景として設定したのは、彼自身が中原大戦を重

要視していた証拠であるが、作品においては中原大戦の全貌を取り込まず、「一九三〇年、

夏[の終り]のことで、南京政府と北方の軍閥との間の抗争がその頂点に達しようとしてゐた」

頃から始まり、三造が日記に「九月十日、晴」（第五篇）と書きつけるまで、テキスト内時

間の現在時を展開させていく。そして、作品中で、中原大戦に関する記述は、第三篇まで

は断片的に情景描写や人々の会話に現れ、第四篇後半では語り手によって解説される。特

に、第四篇においては、「北伐完全
ママ

後、軍閥の再生を防ぐため裁兵に着手すべしてふ名の下

に、実は地盤協定を目的として、蒋介石、閻錫山、馮玉祥以下[が]南京に集って編遣会議を

開いた。」と、中原大戦発生の主因から語り始められる。歴史上の北伐（1928年 6月 4日北

京入城、6 月 20 日北京を北平に改称）は、中国の政治的統一という側面から見ると一定の
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前進があったが、しかしそれは蒋介石と国民党にとって、むろん完全なものではなかった。

国民政府は軍閥混合的な色彩の政府であり、中国国民党の立場は非常に弱いものであった。 

	 これに対して蒋介石は、中国国民党および自己の権力を強大化させるため、1929 年 1 月

に国軍の整理（裁軍問題、国民党代表選考の偏向、改組派・広西派の除名など）を開始し

た。旧軍閥の兵士を削減することにより、軍閥の影響力を失わせ、蒋介石側の勢力の巻き

返しを図ろうとした。北伐に協力した軍閥は危機感を覚え、蒋介石に対して、次々と兵を

起こし、さらに北平に北方政府を樹立すると、更なる戦乱が繰り返された。こうした中で、

旧広西系軍閥の李宗仁・白崇禧らが反蒋の軍を興したが、間もなく敗北した。これと踵を

接して開始されたのは旧国民軍系馮玉祥の反乱であった。それがさらに発展して、閻錫山・

李宗仁、最後には広東の張発奎らをも結集させ、いわゆる中原大戦へと発展し、蒋介石政

権最大の危機を醸成していった。 

	 『北方行』における中原大戦の描写は、「[かうして、九月の初めには]蘭封、周家口、臨

頴から襄城・魯山に至る東西二百哩の戦線に互って、戦雲は漸く急を告げようとしてゐる」

ところに止まっている。その後の歴史――例えば、張作霖の爆殺後、易幟を表明して蒋介

石への接近を深め、その帰趨が注目されていた張学良が 1930 年 9 月 18 日に「維護和平」

という通電を出し、これによって、中原大戦は事実上の終結を迎えた――などに関して一

切提起されていない。また、三造の来京を祝うため、白夫人の宅で開かれた歓迎パーティ

ーでは、数人の日本人と中国人が、時局をめぐって会話を交わす場面が描かれている。地

方の軍閥の支配の下にいる農民の生存状況から、中央軍の様子や共産軍の台頭などまで、

かなり幅広い会話であったにも関わらず、そこでも登場人物の内心の深部まで踏み込むこ

となく、中原大戦を民族の問題として捉える視点は希薄であった。 

	 つまり『北方行』における時代背景と物語の舞台については、断片的にしか描かれてお

らず、特に、中原大戦中の北平の都市像を究明しようとすることは全くと言ってよい程に

なかったのである。また、三造を「北京から満洲の方を旅行してこようと」（第一篇	 四）

させる中島敦のなかには、おそらく満州事変（1931年）や満州国建国（1932年）直前の騒

然たる中国東北部を舞台とする創作計画があったに違いない。 

	 次に、管見の限りでは未だ指摘されていないことだが、『北方行』の執筆の裏には伯父の

中島端（通称端蔵、号斗南）からの影響がある。中島敦と中島端の二人は、ともに同じ幼

少期からの秀才であり、豊富な漢文学の知識の持ち主でもある。これに加えて、経済的に

は殆ど他人の援助を受けながらも、長年中国大陸に滞在していた中島端と、病弱な体質に

苦しめられたにもかかわらず、朝鮮半島、中国大陸や南洋など、頻りに外地に足を運んで

いた中島敦とは、人一倍エキゾチックなものが好きであるという側面でも類似しており、
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生まれつきの「彷浪者魂」と「彷徨を好む気質」を持っていたのは言うまでもない。 

	 また、中島端は、明治末期から昭和初期にかけて専ら中国問題に注目し、中国に長く渡

って漢学者と交流した。遺稿『斗南存稿』28（1932 年刊）が文求堂書店より上梓された時、

その序文を書いたのは「清末の碩儒」の羅振玉29だったという点からみれば、中島端の当時

の中国人学者や要人との交流の幅が、かなり広いものであったことがわかる。さらに、そ

の生涯において家庭を持たなかった中島端は、何人かの甥や姪たちのなかでも特に中島敦

のことを可愛がっていた。二人が一緒に過ごす時、中島端は「その頃支那からやって来た

天才的な少年棋士のこと。新聞将棋のこと。日本の漢詩人のこと。支那の政局のこと。（略）

共産主義のこと（略）」をめぐって、この甥に話しかけた。そして、病気で倒れて入院した

中島端は、中島敦に「新聞の支那時局に関する所」を読ませてはじっと聞いていた、とい

うエピソードが中島端をモデルにして書かれた作品『斗南先生』30に記されている。 

	 一方、中島敦が多くの親近者の中で、ただ一人――伯父の中島端――のために、わざわ

ざ彼を主人公にして作品まで仕上げたのには、中島敦自身にとっての中島端が鏡のような

存在のためだったといえる。また、1942年 7月 15日、第一創作集『光と風と夢』を筑摩書

店より刊行した際に、『斗南先生』の最終部に付記文を加えた形で収録した。1942年は中島

敦が作家として日本文壇にデビューした年である。中島敦が『斗南先生』の執筆の 10年後

に、自らの初期作品の中から、『斗南先生』のみを選出して収録したのは、彼自身がこの作

品を重要視している証拠なのである。 

	 『斗南先生』は「昭和七年の頃、別に創作作品のつもりとしてではなく、あくまでも一

つの私記として書かれたもの」であり、さらに原稿の欄外に「昭和八年九月十六日夜十二

時半」とあるように、1932 年に執筆しはじめ、1933 年に初稿が完成したかと推測できる。

さらには、『斗南先生』の初稿完成とほぼ同時期に、『北方行』の執筆にも着手している。

1933年 1月 23日、同じ漢学者である伯父・中島竦からの依頼を受けた中島敦は、中島端の

『斗南存稿』と祖父・中島撫山の『演孔堂詩文』（上・下）を当時の東京帝国大学図書館に

寄贈した。これに関して、『斗南先生』の第一篇に詳細に記されている。 

 

彼（中島敦――筆者）は、此の書物を、大学と高等学校の図書館へ納めに行くや

うに、家人から頼まれてゐた。けれども、自分の伯父の著書を――それも全然無

名の一漢詩客に過ぎなかった伯父の詩文集を、堂々と図書館へ持込むことについ

て、多分の恥づかしさを覚えないわけに行かなかった。三造は躊躇を重ねて、容

易に持って行かなかった。そして、毎日机の上でひろげては繰返し眺めてゐた。

読んで行く中に、狷介にして善く罵り、人をゆるすことを知らなかった伯父の姿
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が鮮やかに浮かんで来るのである。（『中島敦全集 1』p.42） 

 

	 下線部に示されたように、当時『斗南先生』に着手する前には、『斗南存稿』を繙くのが

中島敦の日課となっていた。これに、感銘を受けた中島敦は、伯父を偲ぶために『斗南先

生』を書き、さらに、『北方行』の執筆に取り組みはじめたのである。 

	 中島端と中島敦が、それぞれの作品を書き下ろした時期には、三十年近くの隔たりがあ

るとはいえ両者とも中国情勢が激変し、日本がその対応に追われる時代に生きていたので

ある31。中島敦は、それまで実体験のある外地をしか描かないという創作の「手法」を破り、

伯父・中島端がなくなったその年（1930 年）の「北平」を作品の舞台として設定し、中原

大戦の戦局に多大な関心を示したことは、熱狂的「支那通」とも言える中島端から受けた

影響がそれだけ大きいものであったからかもしれない。 

	 作品の題名のなかの「北方」は単なる「北平」のことであるのみならず、「中国東北部」

をも指しているのではないかと考えられる。だが、『北方行』が未完のままで残されたこと

もあり、中島敦が 1930 年の＜昭和の中国＞に関してどこまで書くつもりであったのかは、

今となっては知る由もなく、読者の推測に任せるしかない。 

 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 第五節	 終わりに 

 

	 本章は、中島敦の未完の作品『北方行』を研究対象として、主要な登場人物である三造

と白夫人母娘をめぐるアイデンティティーの問題を解明し、その次に、その作品の問題点

や作品執筆と中島端との関係への分析を試みたものである。 

	 まず、作品の主題と内容を詳細に分析・考察した結果、『プウルの傍で』『北方行』『狼疾

記』が同じ＜三造物語＞の系譜に属していることが明白となった。これらの「三造像」の

一番の共通点は、アイデンティティーの探求である。実際、中島文学全体を俯瞰すれば、

アイデンティティーという主題が作品すべてに通底している。ただ、＜三造物語＞以前の

作品、とりわけ初期習作（『下田の女』『ある生活』）においては、青春期の自我に関する曖

昧な探求にも作品テーマとしての着目点が置かれており、私小説的手法が多用されている。

また、文学的完成度に欠けるところもあり、ただの身辺小説になってしまっているのが憾

みでもある。 

	 次に、『巡査の居る風景』『D 市七月叙景（一）』で、中島敦は初めて外地（朝鮮、大連）

に注目し、異民族のアイデンティティー問題の究明を試みたが、外地にいる日本人のアイ

デンティティー問題に言及した作品は＜三造物語＞が最初である。＜三造物語＞の三作に
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おいては、肉体と精神の二元論的問題の探求が書かれるが、『北方行』とその以降の作品に

は、異なる国家や人種に直面することで感じ取った、自らのアイデンティティーへの不安

が読み取れる。こうした主人公の造形の特徴は、後期作品の『南島譚』『環礁』『李陵』な

どからも同様に読み取れるが、その起源は＜三造物語＞にあると言ってもよいだろう。こ

こでは、中国と日本の境界の狭間に生きながら動揺しつつある、中国国籍を持つ日本人の

白夫人と日中混血児の娘について、彼女たちのアイデンティティーに関する煩悶の根底に

存在したのは、そのアイデンティティー形成と密接につながっている言葉の混乱であった

のだと論じた。ことばと自我喪失との関連性に関しては、中島敦は「狼疾記」のなかです

でに言及している。例えば、中学生だった三造は、＜字＞というものが変だと思い始める。 

 

その字を一部分一部分に分解しながら、一体此の字はこれで正しいのかと考え出

すと、次第にそれが怪しくなって来て、段々と、其の必然性が失はれて行くと感

じられるやうに、彼（注：三造――筆者）の周囲のものは気を付けて見れば見る

程、不確かな存在に思はれてならなかった。（『中島敦全集 1』p.407） 

 

	 こうした文字から生じてきた異常な感覚は、物事の非存在感、世界の喪失感、ひいては

現実そのものの喪失感へと連続してゆくに相違ない。一方で、＜白夫人母娘の物語＞の場

合は、ただの文字自体の問題のみならず、「国語」（中国語）と「母語」（日本語）の混在に

よってもたらされた文化や人種の問題が物語られている。こうして、決して「平等」では

ない二つの言語の狭間にあえぐ主人公像は、その後の『虎狩』『マリヤン』『李陵』のキャ

ラクターの造形にも共通しているが、その最初の試みは『北方行』にあると考える。 

	 最後に、今まで指摘されていなかった伯父の中島端と『北方行』執筆との関係の究明を

試みた。中島敦が少年時代から、「支那通」である中島端に深く影響をうけてきたという事

実は『斗南先生』からはっきり読み取ることができる。中島敦があえて実体験のない北平

を物語の舞台として設定したのには、当時の激変する中国の現代史への関心の故のみなら

ず、親近者の中島端から受けた様々な影響のためでもあると考えられる。ただし、中原大

戦であれ、北平の都市像であれ、中島敦が断片的にしかその姿を描けなかったことは、こ

の作品の欠点だと言わざるを得ない。『北方行』が中島文学全体にいかなる意味を持つかに

関しては、虚構小説で未完であるという限界があり、更なる推敲の余地があると仮定して

も、『北方行』はやはり「昭和の中国」の一側面を描き出そうとする試みの点では評価され

るべきだと考える。特に、初期作品の底流を成す、自己の存在意識とその解明を主眼にす

る存在論などに基づく過剰な自己分析、『北方行』以降の作品から読み取れなくなったのは、
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明白な事実である。『北方行』を創作の転機として、中島敦はその後、新たな創作の道を切

り開いたといえる。 
                                                        
注： 
1 北京の中華民国時代（1930～1949）の呼称。 
2
『北方行』の執筆時期を推測させる手掛りについては諸説あるが、ここでは「第一は、大学在学中からの

ものと推定される「ノート第一」で、ここには「北方行」の下書きに相当するものがかなり含まれている。

第二は昭和 8年の「手帳」で、余白に折毛伝吉の手記に通ずるメモ書きがあり（ただしこれは、「狼疾記」
の三造の独白部分とも共通する）、この頃から書き始められていた、少なくとも構想があったと考えてよい

であろう。第三は第四篇原稿末尾に記された「三五・八・十九」の脱稿日を示すと思われる数字である。

少なくともこの日までに第四篇までが書きあげられていると見てよいであろう」と推定する勝又浩の「解

題」（『中島敦全集 2』「解題」筑摩書房、2001年 12月、p.643）に従いたい。 
3
「三造を、伝吉という、いわば中島自身の否定的要素を持った分身に対応させたこと、それ自体が無理で

あった」。（田鍋幸信「中島敦の文学――「北方行」を中心に――」、日本大学法学部研究所『日本大学法学

部	 創立八十年記念論文集』所収、1967年 12月、p.684-p.685） 
4 「『北方行』が万里の長城のような越すに越されぬ頑強な壁にぶつかって、雄図むなしく中断を余儀なく
された最大の原因は、一言でいえば、作者自身と登場人物が未分離なまま直結されすぎていることである。

黒木三造の「芸術と世俗」あるいは「生への熱情」にせよ、折毛伝吉の「存在の不確かさ」あるいは「生

への無関心」にせよ、そこには、中島敦自身の心のなかにふかく根をおろしている観念がそのまま投影さ

れ、その観念の図形がほぼ原形のまま敷きうつされているような傾きがある。」（菅野昭正「忘れられた胎

児――中島敦『北方行』――」、『梶井基次郎・中島敦	 日本文学研究資料叢書』所収、有精堂、1978年 1
月、p.185；初出は『小説の現在』中央公論社、1974年 7月） 
5
「三造、伝吉という二人の双生児は、近づけば近づくほど、一人は他の一人の影とならざるを得ず、両口

の「蚘
かい

」が相争って自ら殺す如く、「北方行」は進展不可能となるのである。（中略）ほとんどの登場人物

が、自意識過剰、自己分析癖の傾向をもち、（中略）行為の進展、躍動性に乏しい。このような方法では、

動乱の中国で、実践を通して自己改造しようとする青年の行為は描き得ないであろう。」（濱川勝彦「北方

行と『過去帳』と」、『中島敦の作品研究』所収、明治書院、1976年 9月、p.46-47；初出は「国語国文」第
39巻・第 9号、1970年 9月） 
6
「単純ではないが、最も大きな理由はやはり、彼がその小説に盛り込もうとした問題があまりにも大きす

ぎて手にあまったのである。（中略）作家自身がもてあましている「世界とは」「我とは」といった問題を

主人公たちにふり当てて、しかもそんな人物たちをとおして更に、民族、国家、革命、戦争、言語、性等々

といった大問題に取り組ませようというのだから、それは柱が細すぎるのに強引に大建築を建てるに等し

い無謀な試みだったのである。」（勝又浩『中島敦の遍歴』筑摩書店、2004年 10月、p.64） 
7
「中国現代情勢の作品構想や執筆よりも急速で予測不可能な展開が執筆を断念させたのではないかという

点である。（中略）日本国内の情報から満州事変を北京滞在者の視点から描くことは相当困難であった」。

（渡邊ルリ「中島敦『北方行』に見る一九三〇年中原大戦下の中国――『北方行』序論――」、東大阪大学・

東大阪大学短期大学部『教育研究紀要	 第 7号』所収、2010年 3月、p.96） 
8 布野栄一「中島敦の世界」、実方清編『日本現代小説の世界』所収、光明社、1969年 10月、p.51 
9 濱川勝彦『中島敦の作品研究』明治書院、1976年 9月、p.39。「北方行」を評価する論説は他にもある。
例えば、平林文雄は「中島敦『北方行』の研究――その成立と構成と撤退――「ノート第一」と『北方行』

と『狼疾記』――」（高崎商科大学メディアセンター編集『高崎商科大学紀要』第 27号、2012年 12月、
p.174）において、次のように述べる。 
「『北方行』は中絶した未完の作品ではあるが、それはその後の敦の作品制作の方向を決定したという意味

で、敦に取ってこの上もない重要な役割を果たした貴重な作品となったのである。」 
10 伯父の中島端がモデルとなった『斗南先生』（1933年一次稿か）のなかにも、「三造」という人物が登場
しているが、あくまでも語り手の役割を果たしているだけだと明記しておきたい。 
11 戦前の日本語出版物には「満洲」という表記が主流であったが、戦後の漢字改革により、「洲」を廃し
て「州」に統一したため、ここでは「満洲」ではなく、「満州」を使うことにする。ただ、引用の場合は、

原文に従いたい。 
12 『中島敦全集別巻』筑摩書房、2002年 5月、p.243 
13 『中島敦全集別巻』筑摩書房、2002年 5月、p.246-247 
14 藤村猛「中島敦の作品に描かれた「女性」たち（1）――習作群から「北方行」を中心にして――」（安
田女子大学・安田女子短期大学編集『安田女子大学紀要』NO.31、2003年 2月、p.15） 
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15 田鍋幸信「中島敦の文学――「北方行」を中心に――」（『日本大学法学部	 創立八十年記念論文集』日
本大学法学部研究所、1967年 12月、p.671） 
16 藤村猛「中島敦の作品に描かれた「女性」たち（1）――習作群から「北方行」を中心にして――」（安
田女子大学・安田女子短期大学編集『安田女子大学紀要』NO.31、2003年 2月、p.24） 
17 白夫人のその変化の理由に関して、中島敦の自伝作とも言われる「かめれおん日記」（1936年）の主人
公「私」から示唆されることができるかもしれない。「博物の教師のくせに博物のことはろくに知らず、古

い語学を囓って見たり、哲学に近いものを漁って見たりする。それでゐて、何一つ本当には自分のものに

してゐないだらしなさ。全くの所、私のものの見方といったって、どれだけ自分のほんものがあらうか。

いそっぷの話に出て来るお洒落鴉。レヲパルディの羽を少し。ショペンハウエルの羽を少し。ルクレティ

ウスの羽を少し。荘子や列子の羽を少し。モンテエニュの羽を少し。何といふ醜怪な鳥だ。」（『中島敦全集

1』p.392-393）作中の「私」が『イソップ寓話』のあの有名な話「おしゃれなからす」のなかに出てくる「お
洒落鴉」を例として挙げたのは、自分がアイデンティティー（つまり、「自我」）を持たない存在（「醜怪な

鳥」）だとの認識を暗示するためだとうかがえる。そして、「私」が自分の本来のアイデンティティーをな

くしかけており、一生懸命他人を装っていることは、白夫人にも共通している。よって、これに気づいた

彼女は、アイデンティティー危機に陥ったのではないかと考えられる。 
18 村田雄二郎、C・ラマール編『漢字圏の近代――ことばと国家――』東京大学出版社、2005年 9月、p.1 
19 田中克彦『ことばと国家』岩波書店、1981年 11月、p.41 
20 上田万年『国語のため』富山房、1897年、p.12 
21 村田雄二郎、C・ラマール編『漢字圏の近代――ことばと国家――』東京大学出版社、2005年 9月、p.5 
22 村田雄二郎、C・ラマール編『漢字圏の近代――ことばと国家――』東京大学出版社、2005年 9月、p.39 
23 子安宣邦『漢字論――不可避の他者』岩波書店、2003年 5月、p.188 
24 これらの点については、橋本正志「中島敦「北方行」の方法――登場人物の言語認識を視座として」（『阪
神近代文学研究』第 6号、阪神近代文学会、2005年 3月、p.80）に触発され、その考察を参考にした。 
25 「中島敦年譜」（『中島敦全集別巻』筑摩書房、2002年）によると、中島敦が足を運んだことのある中国
の都市は、年代順で並べると、旅順（1924年）、南満州（1925年）、大連（1932年）、杭州・蘇州・上海（1936
年）となっている。 
26 渡辺一民『中島敦論』みすず書房、2005年 3月、p.39 
27 渡邊ルリは「中島敦『北方行』に見る一九三〇年中原大戦下の中国――『北方行』序論――」（『教育研
究紀要』第 7号、東大阪大学・東大阪大学短期大学、2010年 3月、p.106）において、似た観点に言及した。 
28 中島端の著作には詩文集『斗南存稿』のほかに、『支那分割の運命』（1912年刊）、『近世外交史』（1891
年刊）などがある。これらはいずれも彼自身の思想、価値観や日中関係への思索を知るための重要な資料

である。例えば、『支那分割之運命』は現代の眼で見れば問題の多い書物だが、大正元年執筆を思えば、「其

の論旨の概ね正鵠を得てゐることに」中島敦が驚かされたことがある。また、『斗南存稿』が出版される前

に、中島端は雑誌『日本及日本人』（第 592号、1912年 10月）に「近視眼的支那観」を投稿した。「近視
眼的支那観」のなかで、中島は「支那の事は、支那の安危にあらず、東亜全体の安危なり、また我が帝国

の安危なり」と指摘しながら、複雑な国際情勢に直面する日本が持つ中国観は近視的で、修正すべきだと

批判した。 
29 羅振玉（1866-1940）、清末民初から満州国にかけて活躍した考古学者、教育者。皇帝文書の保存という
功績がある一方で、満州国建国に関わったこともあり、現在の中国では人物的評価がわかれている。 
30 『斗南先生』の構成と内容を簡単にいうと、この作品は六つの章と付記文によって成り立っており、1930
年に亡くなった斗南先生の死を前にした約半年間の姿を描いたものである。また、二章から五章までは、

1930年 2月からのもので、斗南先生の病気から死までの内容であり、一章と六章はその二年後の 1932年
に、斗南先生の遺稿をめぐる語り手（「三造」＝中島敦）の思索が書かれている。そして、最終部の付記文

として、それから十年後の 1942年に、斗南先生への愛情を確認した語り手の思いである。この三つの時間
はちょうど中島敦の高校時代、大学時代、作家時代と重なっている。 
31 中島端は激動の時代に少年・青年時代を送っていて、明治と共に成長した世代である。1911年に辛亥革
命が発生して清朝は倒れ、更に辛亥革命による中華民国建国も結果的には軍閥主導の北洋政府が支配する

華北と中国国民党が支配する華南に分裂した。革命直前のロシアの外モンゴルの独立の策動、イギリスの

チベット占領、フランスの雲南進駐などの動きは、革命後も止むことはなかった。ゆえに、欧米や日本の

知識人の間には中国人は近代的な政治能力は持っておらず、中国情勢の混乱が長期化すれば自分たちの利

権や在留自国民の安全も脅かされるという観点から、中国大陸を分割すべきであるという主張が現れるよ

うになった。日本においてこうした議論の先駆をなしたと思われるのが、中島端の『支那分割の運命』で

ある。この書は、まず袁世凱・孫逸仙の人物紹介に始まり、中国民族性への洞察から、日本の中国に対す

る同情を嘲笑し、一転して、当時の世界情勢、就中欧米列強の東亜侵略を指摘し、「今や支那分割の勢既に
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成りて復動かすべからず。我が日本の之に対する、如何にせば可ならん。全く分割に與らざらんか。進み

て分割に與らんか」と自ら設問したものである。『支那分割の運命』は日本人の大陸侵略の野心を煽り立て

るものとして、当時の中国の人々の間で大きな影響を巻き起こしたが、その後、満蒙進出の動きが盛んに

なるにつれて満蒙を中国から分離して日本の勢力圏に置こうとする支那分割論が盛んになり、満洲事変や

日中戦争と進展していく中で度々論じられるようになっていた。 
 
付記： 
「満州」「支那」といった名称は、日本の植民地支配との深い関わりのなかで使用されたもので、今日では

不適切なものであるが、本章はあくまで歴史的用語という意味でのみ使用することにする。 
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6 6 O 6

1932 7 

69 62002 O 6

9 ” O

6 7 
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N 7 7 p.73  

 

9 6

6 6 D

7 6 H 7 6

6 H 7 6

6 9 O 6 8

O 7 

6 9
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6 7 9

6 9 5 5

D O6

7 

6 D D 6 O
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33 p I p i I m a i

H l p l p m l

a i 1941 6 1942 3 mIa

p iHea � m

a m iH m e a p p

l p m l p l iH p

m a m l l m e I

m a p p m

p a m m e I

p l pa m aH orl p 1

 

p mLI a m i p a a

l a p � � p l l

ea I p mL p m l

a IlI � � �

	 , p mL p a 2 1941

p I p m m a

p 3l p p m Hea
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p p i l le Ia

m e Ia p p I p

l e Iam IlI  
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piH lL m l l p a

p I a m a 1942

p e I m H

m p p m
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m p p aI  

 

mL p  

 

p 1936 11 3 p p
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l p l p i l
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p p l p
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m a p m a I

1941 4 1 p m Ipi Ie
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m e lI p p p m e mLI
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l p l m ap l p

ap I lI

7
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7
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ml · p p i ea p p

mle Ia a p i p m a p
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H

p I Ie ea · m ea i

p lpi l 7
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p i p p p m
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lp p l I

I iH p m

p p l p iH

p m l I i pH

i l l p l p lpiH
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p i Ie ·

e p ea e IIpi ,
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m I H I p i m

m e iHea m

p p m I l

i a iH pa p i lI p

p a Im IlI

p e p p iH

i lea p , , p ·

i H p - m · p

m I ·p m Ia -

o ·p i e i

m p p e Ia p m

p a p p l

I m m - p m p

m ea H m ·i l p

p p

p a p iH

m a p i mLI p

H pp m mLI p i

p i a

l l p p

ip p Ia

e p l m a I

ml

p l pi lI - p m m p

I l p i m I a IlI I iH

p p p p I a
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p p p I p p m p

p p I p m e i l

p iH

I p i a

l a Ia I a Ie II iH

p m Ia ap m Ia

ap lIp 7 	 

p m e a p , p

p l p p m

l a iH p , ,

m p I lL p

p p i p

p i · p I m I

a p

p m m I p m I

I i p - m

l i l l m le I - p m e

I

p i ·i m I l

m p p i ml

i lIp lI l - e a 7

a i a I - m l

I I i lI - a

p iH p I i l p

m m I I mLI lpiH

a m p p m I iH p

p l l p m m

IlI l pa I
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l p m m lI

l r p p i ml

p m r p plpiH

a i i l iH lL , p

p p i l p I iI

I i iI I

p m a p l m Ia i H

p i m I

p i p p p i

p mHe l p iH p

I m iH l p

p H m a i

p p p p m lI I I p

m lIp l p p

i l l p

p m p p p m l

m lI p mH p m p ea p

i m ea p H iH 7

p m e I m p

m p I iH
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a l p p p

I mL i l l mle I a

p r i p p p mLI I

e I iH - L ea

p il lH I a m r mI
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p p p ml i p

m p iH I ml
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p m I p p lI

i l Ii I p l pi

lI I p

i p mL p p p

m - m I m e

p I mle ea

e a I po a p m p m

I p p p p l

p p m l r m p
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m mLI p m e a l
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i H p p i I p p p m
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I p l a p lI a

l lI
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l r m e l p eapiH a p i
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p p a p l

t i lI

, , p p p m I e p m

Ia p p p mleapiH

a p p i l i a p
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pi lI p Ia p a

m p l a i

l m i lI i

i L p lI I

I p

ilI p i l m l

p 7 ,

p p p mle ml l

m m e p p l m

Ia m Iea a l p l p l

a l i m

p m aI

1942 17 m a iH p p

I 2 alI m p i p m

ea m m 77 p m

a I p a m �

l p Ia p lI
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p m I i ea p iH p

a m p m p iH

p p aI p iH

m I p p i p a

p m I Ia i lI m

I p p iH I lpiH p

m p p m I p
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m ip mL m I

r l i a m t

l m o p I

p l ea p i

i , p m e a

a ip p piHea l p p

i i m mleap p i lI

p m lI pHp l l

l ea Hp ip l I lI ,

p m I apiH pa

i i m l , ,

p ea

p l p m e i lI I pl
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p e I pp l i l I l

a i aIp p p m

I iH r p m m
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p I iH p l

p a iH p l

H m m m m l lpi

m i p m I p Im a

a l I a m

a p p p iH

p i ―

― e

―m m ―m p

i p p m I a
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―m p I iH Ia

m a p p p m l H

a lI i lI e

m I m l

m p m apiH p p

p p i p

p m p Ia

m p m iH

i lI p I p Ia i

I p m l r p m m i m

a lI p a

m Heap lI a
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m m
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a lea I m pi l

m mle piH p i l
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e m I p p lI p m a

p m p l p e m I

a p p m e eaa m Ia

p l m e p m a p p

l lea a

p m m p p p i a p

i lI i lI a m p

a p m l l l
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m p p p p m I

H p p p l m

p p m ea m p p
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m mp a 7

ea l p
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7
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l p
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e I a p

H p p H l p

p p l p m l m

m a i p m
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a p m l I

p m a p m

iH p l p m l I

p i H p apiH

I p mHe p p m e

m I p

p L p mLI

lI I piH p mL

p I ∧ p m p a m

a m p m e
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m p m I a

m i ea m m e I p

p mle m lI a p p m

a p m

I I i m a l

p a m e I m

l m a p i

p l l p p I

a pi l m l

l iH p p p m p p

p p iH

p m I m p m

iI piH I

m p a p i

lI I l i p I ea p

iHea p mlea m m

i m p ml I p



 112 

i iH

p m

l pml i p p

a a iH m p

iI p lI m IlI l

mLI m l I

m e p m I p p

a

p p p i m

l ea I I

lea p p mHe

m p p p mHe

H l ea p p

H a p p p

H H

L m lI p p p a � p

l mHe p a mH pi lI

a p m

apiH p p l a p m

, p p

 

m 

 

p p l m a I

i a l m p m

a p a  

ip p Ia

p m l p

a p p m I

p ea m p lI p



 113 

i p m a i a

p m l a I l lI  

p p mHae p m

m a a p

I mle I m p p

l m p i p m I m

a m i Ia m

p i ml Ia  

p p p ap l

p l a l a I lL mL

p L p p a p l

p m a p m I

p iH p p i p

a l m lI

p m I p

                                                        

1
I ― ,, 7

2
p ea p i m a

m le L m I

p m a i I p ,

m m e a p p m ap

m H  
3

p i lIi p m I ,

p  
4

p m p 0134351 /2 289

. , , l  
5
, p p  

6
· p pl p

,  
7

7  
8

p I l  
9
, m p a p iH p m

H

m e a I p m H

I p m I p p ·

H  
10

p mLI p m

a p plI

7
11

l ,  
12

p 064 ,	 
13

p iH p m H l p iHe

i m p r p I p



 114 

                                                                                                                                                                  
l p m I iHe I

p m piH  
14

p  
15

m l a m a p p i p

I lI m ea p p iHea I m

LIa p I p lI Il iHea

oa a iH m l p i

m r aI HeapiH p m l ea

I a lIpi I mi l

m p p i a tm l e

 
16

I p mLI m i

Hea  
17

p  
18

mLI p p p m m a

mLI ∧ p m − p

I i m m i a i m

piH ,

a piH  
19 p p p p , m l

mle I p  
20 
,  

21 
,  

22
, 7 , 

23 , 7

p m p

m  



 115 

                    

           
 

 

 

1941

7 1942 3

1 2

1942 11  

1941 3

6 28 2

7 6 3 4

5

6

7

8

9

 

10

11

 



 116 

12

13

 

10

30 13

1960 1893-1961

1855-1905

 

 

 

 

 

 



 117 

 

1941 5 7

1943 5

1905-1985
14

15

 

16

 

1941 6 17

 

 

 

 

 

 

 



 118 

 

― ―

 

 

 

 

 

 

 

 

 

17  

 

18

 



 119 

 

 

19  

 

 

	 	 

 

1893-1938 1932 1937
20

1933 11

2  

 

 

 



 120 

 

1935

1936 8 18

 

 

1  

p.71  

 

2  

p.79  

 

21

 

1936 11 22 55,948

50,524

 

 



 121 

p.105  

 

23

 

1897-1994
24 1930

1934 12 20

1940

 

 

 

1  

25  

 



 122 

2  

 

 

26  

 

1 2  

 

1885-1966

1935 1 1

15

 

 



 123 

 

―

27  

 

 

28

 

1941 1942

 

 

 

 

1941

4



 124 

29

 

30

31

32

33  

1942 8 31  

 

 

3 p.668  

 
34 1942 8



 125 

 

15

35

―

 

―

 

 

 

p.221  

 



 126 

1935 10

3  

 

p.12-13  

 

36

1933 11 2

p.214

1992 11 5

 

 

p.189-190  

 

p.195  

 



 127 

 

 

p.228  

 

1942 1860

1899 1919

1994

 

―

 



 128 

 

 

1991 11 15

 

 

37  

 

 

 

 



 129 

1  

2 ―  

①  

 

 

1

2

①

3

4

―

 

 

 

 

 



 130 

 

 

38

 

 

p.255  

 

―

p.257-258  

 

 

1920

1925 1930



 131 

1926 1930
39  

 

	 40

 

“

 

 

―

p.263  

 



 132 

 

 

1991 11 15

1941 12 19
41

S T S

S

42  

 

”  

 



 133 

 

”

”

p.307  

 

”

 

 

”

1941 10 25 p.478  

 

” 1941 10 28 p.479  

 

”

1941 11 23 p.483  

 

”

1941 11 27 p.484  

 

” 1941 12 5

p.485  

 



 134 

1942

26 p.496  

 

︎ ”

1941 11 3

p.621  

 

”

” ”

 

10
43 1 5 1935 6 ”

 

 

”

”

p.98  

 
44 1941

8 30 1939 14 12

129,104

75,286

” 45,701

4484 1941 1942

”

”

”



 135 

 

” ”

” 45

10

”

 

 

 

 

p.278  

 



 136 

 

 
                                                        

 
1 

 
2 1922 11

 
3 

 
4 

6  
5 

1543
1899

1919

1400 5
10

1994  
6 1898 31 1923

8 14
1930

24 7400 5
1930 ―

 
7 1941 3

5  
8 1 1941 9 15 11 5

2 1941 11 17
12 14 3

1942 1 17 31 4
1942 2 5 7 20 21

 
9 

 
10 1985 4 p.186-187 



 137 

                                                                                                                                                                  
11 1989 12 p.166 
12 

1992 11 p.71 p.79  
13 2009 12 p.185 
14 

2004 4 p.50  
15 1943 5 p.3 
16 1941 10 11 12

 
17 1943 5 p.44 
18 

p.39
1943  

19 1943 5 p.45-46 
20 1932 12 18 23 25

1933 4
6 1935

1936
1937

 
21 2009 3 p.103 
22 4 1993 11 p.4-5 
23 1897-1977 1939

 

2004 2 p.112-113 1939  
24 11 1967 8 p.196 
25 1934 12 p.210 
26 1934 12 p.213 
27 13 1960 p.300 
28 1914 3 12

1884-1952 2005 11  
29 1 2009 9 p.480  
30 

2011
3 p.222  

31 



 138 

                                                                                                                                                                  
2 3 1960 6

1976 6 20

 
32 

20 1 2008 9 p.60  
33 1900-1977 1929

1941 42
33 9

 
34 

15 20 24

1  
35 

58 2005 11 p.203  
36 

 
37 1991 11 p.75 
38 2009 12

 
39 1884-1952 2005 11  
40 2000 2 p.41 
41 

①

3 2002 2 p.488  
42 2006 4 p.292 
43 1 1 1935 2 9 10 1943 12

26 2009 2011  
44 11- 4 1993 11 p.2-3 
45 ” 2013 6 p.204 
 

 
1

3  



 139 

              3 4  

� � � �        1 2 78 7  

 

    

 

.1942 3 .

7 .

. 0 3 4 .3 4

1942 6 7

.2 78 .

6 3 4 . 1943 7

3 4  

3 4 . . 1

2. . .3 4

1 2.

1 2 7  

7 . .13 4 . .

. . 7 7 6 8 7

7 . . 7 .

. 7 78 .

7 7 7 7 . .

. 7 21

. 6  

. .1 . 78

. 78 .

8 822 . 6

7 .11 2 . 6

7 . 6 6 78 . 9 6

23 78 6  

8 . .

7 . 1 2 78

8  



 140 

. 1 2

. 1 2 .3 4

9 8 7 . .

6  

. 3 4

.1 21 21 21 2 7

8 .1 2 1 2 . 6

.3 4 7 .

7 . 1 2 .

. 4 5 .

7 7

6 . 9

6 3 4 7 . 1 .

7 2 .1

. 6 0 7

24 . 1 2

.3 4 9 8  

. . 7 .

1 2 7 .

.3 4 10  

 

3 4  

 

3 4 6 . 3 4 5 .

7 . 9 . 7 1

26 .3 4 6 9 .3

4 . . 8 .3 4 .

. 17 .3 4 . .[

. 6 ] 8 .

3 4 3 4 . 1 2

6  

3 4 . 0 3 4 .



 141 

1973 . 7

. 7 .

. . 7 .1 2

7 9 7  

. . 7 2

99 . 7 8

. .

. 7 .

. 9

. .

.6 7 8

. 6 7 .

. 8 9 8 .

. . 8  

. 6 78

. 7 3 4 7 . 8 7  

 

. .

— . 7

7 . . 0 6 .

. 6

7 6 .

. .p.508  

 

.3 41 2 .

7  

 



 142 

— (

)  

 

. 6 . 78 .

. .

. .

6 .

. 6 .

. .

8 . .

. . . 0

. 6

7. 6 6 . 6 7 .

7 6 . 9

7 . 7.—

.  

 

.3 4 .3 4 7

7 .3 4 6 3 4 1

2 3 4 7 .69

7 . .

. . .

7  

. . 9 7 .

. .

7 . . .

7 .

. . 7 .

6 3 4

6 .6 7 . 1 2

7 .1



 143 

.

9. 28

 

8 6 . 6

7 . 0 . . 0

7 8 7 9 .3 41 2 1

2 1 2

. 78 6

.1 2 1 2 . 6 . 7 1 2

7 7 . . .

. 6 7 6

1 2 1 2 7 8  

. 8 9 7 .

6 7

7 6 . .

1 6 2 6  

. . 7 6

. . . 79

. 7.

7 . 7 .

7 .

7 .1 6 7 2 6

6 8 . . 7

. 7 8 .

7 . 8 .

7 . .1 .

7 2

.1 9 6

. 7 2 78 .

 

. .

7 .



 144 

8 7 . 119 .

8 . 8

9 6 . 7

7 .

. . 7

6 .

. 7.  

8 . 7 . 9

8 8 . 8 7

. .

. 0 . 9 .

6 . .

. 3 4 7  

. 8 .

7 . 9 .

79. . 78

. 6 8 .

. 9 . 9

7 . 7 6

. 6

. 1 2 7.

. . 8

9  

. 0 6 .

1 2 .1 2 .

. . .

8 7 9 . .

.1 2 78

6  

. 7 . 7

. 7 9 .3 4

. 6  



 145 

 

. . .

7 .

p.514  

 

.1 2 1 7 2

7 . . 6

. 7 78 7 . 6

7 8 6 8 . .

7

. 1 . 2 .

8 .

7 7 9 . 8  

 

.

. 7 7 6

p.515  

 

1 2 6 . 6

.

7 0 7 . .

.

7 . 87 6

.  

3 4 . .

. 6 8 . .

8  

 

.  

 

. 7 8 7

p.522  



 146 

 

1 2 . 6 .69 .

6 8 . 7

1 2 7 . . 8 7 .

. .

1 2 8 6

. 9 .

8 . .

. 78 .

8  

. 7 6  

 

1 2 

 

. 6

. 1 2 6 8

7 . 78

7 . 7 .

9 . . 7  

3 41 2 .

7  

 

(

) 

 

9 6 . 6 .

9 . 6 7

. . 8 .



 147 

6 8 7 . 9 7

6 7

7

. . .

. . 9

. 7 79.

6

. 7 8 9 6  

 

.3 4  

 

. . .

6 7 . .

8 .

8 .

7 0 .

. . .

.

. 7 7 . 6

. 7 .

6 7 6 7

p.497  

 

3 4 .3 4 .7 1 9 2 1

2 . 8 9

3 7 4 7

9. 7 7. 78 7  

. 6 .

7 8 7 . . 6 7

7 7 . 8

7  

 



 148 

7

6 . 7

. 8 7 6

p.514  

 

. 8 . .

7 9 .

7 . . 8 7  

 

. 8 .

. .

. 9

6 .

8 . 6

. 6 78 6 9  

 

8 .

7 7 . 1 2 6

7 9 7 .

6  

 

. . .

. . . . . . .

. .

. . . .

 

 

.

. .

. . . . .

6 . . .



 149 

. .

. 8 .

1 2[1

2]. …3 83 4

.1998 7 . 10 

 

8 . .

. 1 2 1 2 78 6

.3 41 2 7 . 6 1 .

2 . .1 6 2

8  

. . 7 8 .

9 .1 2 9 7

.

6 7 9 . 7.

7 7 . 6

78 9 .3 41 2

. 8 9  

 

1

2  

 

8 8.1 .3 6

. 9 7 . .

8 4 . .3

. 7 6

. .

. 8 7 8

4 2 .

6 . 8 6 6  



 150 

 

6 .

.

8 .3 41 2 .

8 6 7 . 8 7 7  

 

3 4 .  

 

.

7 . . .

7 6 .

. 9 . 7

7. 7 . 8

6 .

8 8 8

8 8  

 

. .

. 6

. . .

. 9 7 6

9. 6 .

9 6 8 . .

.3 41 2 .

7 11 .3 4 7

1942 . 7

. . 3 4

. 7  

.1 2 .



 151 

7 . 7 .

7 1 2 8 .

.1 2

7 6  

 

3 4  

 

8 .

6 . 3 4 3 4 6 7 .

1 2 .

1 2 1 6 212 7

. .

7 78 8 .

7  

. . 7 7

. .

6 . . .

6 .

78 7 7 6

6 . 6

. 0 7 .

3 4 3 43

4 78 7 .

7 8 . 9

― 6 . 6 7 7

6 6 . 7― 6

. . . .

7 13  

. . ― . ― 1

. . 6 214 .

.3 4 1 6 .

6 .7 7 2 .



 152 

. ― .

7 ― 6 .

9  

. 7 . 1 . 2

. 3

. .

4 1 2. 78 9

6 15 . . 1 2 1 2

9 . 9 .

9 . 7 78 .

8 . . . . 3

41 2 7 9 6  

. . .

6 . 7 .

.3 4 1 2 9

1 2 . 6  

. 7 .1 2 78

6 6 .

. 7 .

. 7. 8

. 0 7 . .

. 9 .

81 2 . . 8 7  

 

 

 

7 9 7 .

9. 7 7 6

8 9

8  

 



 153 

8 . . 9 .

7

78 7 . 0 8

 

 

0

 

 

. 7. .

7. . 9. 0

. 6 .

. p8 8 6 .

9 . .

.8 7 . .

7 7 67. . 9 8

8 6 7 8

. 67. .

8 . 7

. . 66

. 0 0 7 7 .7

7 6 8  

 

. 7

.1

7 . 7 7

7 9 216 78 7 .

. 7 78

7 8 8 .3 4



 154 

9 . . 8 7  

 

1  

7 7 .

7 7

. 7

8 . 7 6

p.514  

 

2  

. 7 . 7

. 7 7

7 .

.

7 . 0

. 7

8 . .

. 7 0

6 . 0

. 7 .

p.515  

 

. .

7 . 2 . 7

. .

.

9 . 7 7  

. 3 4 9 . .

7 .1 2 6 . 7

1 2 78 6 8 .1 2

1 2 8 .

9. 6  



 155 

 

3 4 10  

 

3 4 1 2 .

. 7 7 6

. 79 .

6  

 

1  

1 . .

8 78 6 .

8 7 7 .

. 7 78

. 7 6 .

78 6 217  

 

2  

1 . 8

. . .

9 7 .

218  

 

3  

1 . 7 .

7 9 7 .

78 . 9

7 7 .1 9 2 .

7 6 1 9 72 .1 2 9

7 6 . 6 219  

 

4  

1 . 6 .



 156 

. 6

. 6 8 20  

 

. 78

1 . 6

. . 7 6

. 6 .

8 2 6 .

3 1 2 .

. 1 9 2 . 8 .

6 . 4 . 3 4

6 10 7  

8 . 7 78

. 7

6 79 7  

7 8 .3 4 3 4 18

7 . 1 2 78 . 1

2. 1 2 78 7 21  

.1939 9 .1941 12

8 . . 7

8 . 1 2 1 2

8 1936 .

1 2 . 1 .

8 6 72 22 .

1 2 6 .

. 0

9 .1943 5 . 7 2500

7 .5 29 1 7 7

. . 6 2 78

. 9 . .

9 . 23 8

1 2 78 .



 157 

6 7 .

6  

 

0 .

6 8 . 9 7

. 9 9 .

7 9 . 7 7 8

. 0 8 7

. 7

. .

7 24  

 

1941 12 8 . 9 .

.

9 . .1 2

0 1 2 25.

1 2 . .1 2 7

8 9 26 . 1 2 MIA

3 4 . 8 1 .

2 7 1 2 7

6 . 7 . 8

7  

 

. 1 2

.

. . .

. 78 27  

 

8 . . 3 4

8 .

. 10 7 . 8

. 8 .1 21



 158 

2 .1 21 2

7 79 . .1 2 8

. 10 78

7 6  

. .3 4 7 7  

98 .

. .

9 7 .

6 3 4 .7

. 8 7

6 . . 6

. . 8 .

. . 6 3 4 .

1 2 8 .

. . 3 41 2

7 . 8 7  

 

(

) 

 

.1 8 . 7 7

. 2 . 8

 

 

. . 7 8

. 

 

(

) 

 

.1 . 7 . 6

82 .  



 159 

 

7 . 8 .

1 2 1 2 7 . 9 9

. . 1 2 78

8. 1 2 78 9 7 7 7 6  

1 2 .1 . .

23 41 2 6

. . 1 2

1 2 9 3 4 . 1

6 2 .1 2 7 7  

. 8 . .

. 9 7 . .

. .

6 . 7 . .

1 2 6 .

7 7 78 .

7 7 . 9  

3 4 . 7 . 8 7  

 

0

. 7 9

.

7 p.517  

 

.3 4 3 4 7 1

23 4 7 . 8 7

7 9 7 .3 4 6 .

7 . 7 6

28.3 4 7 3 41

2 3 41 2 7

.3 4 29  

. ― .― 1924 . 1925 . 1927 .



 160 

1932 6 . ―

7 . 0 7 .

. .

.1 8 2 7

6 .

 

. 1 . 7

. 8 . .

2 6 . 8

. 9 .

79 8  

. 7 6 .

7 9 7 7 .

. 7 9 7 .

7 6

8 6 9 7 8

7 . 7 8 7

. .1 2 6

8 9 . 6 .

7 7 . .

9 .

. 7 9  

. . . .

8 6 1 .

. 7 8 7 2

6 .3 4 .

. �

. . 7 . 0

7 . �

6 7 7

. 6 . .

79  



 161 

7 9 . .

1 6 21 7 2

. 9 . 8

. 8 8  

. 1 2 7 8 .

. 8 . .

7  

. 7 . 8 .

6 3 4 . .

. 8 6 . 1

7 . 7 2 7. 7

. . 7 8  

 

 

 

 

 

 

p.524  

 

 

8 

 

 

7  

 

 

1 2 78 . .

8 .

7 . . . 9

7 . .1 9 6

72 6 1 9 2 78 . 7.



 162 

7 . 8 7

 

8 . 7  

 

7 7 .

0 6 .

7 6 p.518  

 

. . 7 8 6

7 .  

 

7

7 . .

7 .

.

8 6 p.151  

 

. 3 4 7 1 2 1 2

6  

. 8 8 . 7 .

. . 1 2

7 9 . � .

. . 1

2 7 . . 3 4

9 . 1 2 8 6

69 . 7 6

7 .

8 .3 4 6 19

. 9 7 .

6 . .

. 7 .

7 7 7 . 8  



 163 

 

(

) 

 

1 . . . 6 8

9 7. 7 72

. 7.  

 

.3 4 6  

 

7 . 7 7

7 . .

5 .

6 . 7

p.525  

 

8 .

9 8 . . 8

6 1 2 9 8 .

9 6 8 . 10 .

8 . 1 2

3 4 1 2 8 .

6 . 7 7

6  

 

 

 

1941 12 8 .

0 3 4 1

. . 7 2 7 7

. . . . 9 6

1941 2 . 9 1942



 164 

. 6 7 9 .

3 4 6  

 

! . 7  

7 p.22  

! 8 . . 7  

p.23  

! 7 .  

p.23  

! 7 . 

1 7 2 .1  

7 2 6 p.24  

 

8 . 8 .

9 8 .

1 72 8 6 .

7 . .3 4

. .

7 . 9 9 8 6  

. 10 7 1 2

. 7 . 7 3 4

. . 1 2 7 . 9 1

. 6 2 1 2

8 .

8 1 2 .3 4 .

7 7 7 8

3 4 . 7

.1

7 . 7 .

823 4 . 7 7 .

1 723 4 6 .

. 3 4



 165 

7 8  

8 . 0 9 .

. ― 6

.

. . .

1 .

23 4

6 . 3 . 1 2 6 .

7. 1 7 23 4 6 .

3 4 6  

.3 4 7 7 3 4

. . 78 6 .

.

. 7 7 0 . .

7 6 8 . 78 6

. 7 9

7 .3 4 8 8

8 . 1 2

78 6 . 6 7  

9 . . . . . 1 2

.

9 9 1 2 6 . . 1

2 1 2 78 . 6 30  

. . 3 4

31 1 2 7 .

8 6  

 

3 41928  

 

79. 6 .



 166 

7 . 6 .

.3 4 6 .

. 8  

 

.3 4 9 . 7

7. 9 8 6 9 .1 2 .

6 32 1 2 .

6 6 .

6 7

6 9 .

7 7 6 .1 2 9

8 . 8 .

8 7 3 4 6  

1 2 . 8 .

. 6 . .

9 7 7 7 78 7 6 .

7 . 9 7 .1 2

78 78 7 1 2

. 1 2 .1 2 .

1 2 7 6 8 1

2 78 9 7 .3 4 7

7  

8 .3 4 9 9 .

6 7 . .

7 9 . 10

8 3 4 . 8 10

7 6  
                                                        

1
1 23 4 . 	 	 .  

2
1 23 4 . . 	  

3
1 23 4 . .  

4
3 4 .  

5
3 4 .3 4 1 21 21 2.3 4 1 21

21 21 2 3 4 1 21 2



 167 

                                                                                                                                                                  
8  

6
3 4 .  

7
3 4 . 	 	 . 6  

8
3 4 . .  

9
1 2 	 3 4 . 	  

10
…3 4 . .  

11
1 2 6  

12
3 4 . .  

13
1 2 7 . ― 8 7 1 . ―

. . . 78 7

. . . .

. . . . 7― .

. . 2 
14

3 4 . .  
15

3 4 . .  
16

3 4 . 	 	 .  
17

11 2 2 3 4

.  
18

3 4 . 	 	 . 	 	  
19

3 74 . .  
20

3 4 . 	 	 . 	  
21

3 4 . 	 	 . 	 	  
22

3 4 . .  
23

3 4 . 	  
24

. 3

4 . .  
25

3 4 .  
26

. 3

4 .  
27

3 4 . .  
28
1 3 4.3 423 4 . . .

3 4 . . .3 4 .

. .3 4 . . 	 .

3 4 .  
29

1 1 2 2 3 4 .

 
30

3 4 .  
31 . 3 4 8 6

1 7 . . 7 .

7 7 6 8 2 
32

1 2

7 .

. . 9.

.

. 9 7 7 7

7 6

3 4 3 4 3 4 3 4

 



 168 

 
 

33

	 1950

1	  

1942 3 2

	 

	 

	 

	 

	 

D 	 

1929 1942

1927-1942 3 	 

	  

	  

 

	 

	 

	  

 



 169 

D

	 

	 

	 

	 D

	  

 

	 

	 

	 

	  

 

	 

	  

 



 170 

	 

	 

	 

	 

	 

	  

 

	 

	 

	 

10

	  

 

	 

	 



 171 

	  

1920-1926

	 

1920 10

	 

	 

	 

1920

	 

	  

D

	 D

	 

	 

	 

	 

	 

1 1920 2 1930

3 1920 1930

1940 	  

	 

19 1941



 172 

	 

	 

	 

	  

1920

1940 	 

	 	 

	 

	  
                                                        

 
1 

	 

	 

	 

	 

	 

2001 10 p.357-358
2009 10

p.23 	  
2 

	 	  
3 1927 313

1942 5 1 1943 1
1 	  



 173 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 主要参考文献  
 

排列は出版年月（刊行年）の新しいものから順に表示する。 

【論文】 

平林文雄「中島敦『北方行』の研究――その成立と構成と撤退――「ノート第一」と『北

方行』と『狼疾記』――」（高崎商科大学メディアセンター編集『高崎商科大学紀要』第 27
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子大学紀要 NO.34』2006年 2月） 

渡邊ルリ「中島敦『李陵』論」（奈良女子大学国語国文学研究室『叙説』第 33号、2006年） 
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2005年） 
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村田秀明「中島敦「李陵」関係地図」（熊本大学文学部国語国文学会『国語国文学研究』第 
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